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⚠注意事項⚠

 かならず事前にマニュアル通りに最後までやって
みてください

機材は多くの人が使っていますので渡された時には壊れている、あるいは設定
が変わっている可能性があります

 許可なく機材を追加しないでください
不具合の原因となります

 大会等で配信テストの確認の後、公開するように
してください

実際の現場では機材操作以外にも気を配らないといけません

 ネット環境をご準備ください
ＬＩＶＥ配信の際にはWi-Fi等を別途準備してください



2

目次

Ⅰ.エクセルテロップコーダーの基本構成 ・・・P 4

・・・・・・・・・・Ⅱ.データセットの作り方 P 5

Ⅲ.テロップ管理画面と表示画面の作り方 P 8 

Ⅳ. YouTube等配信先の事前設定 P 18

・・・

・・・・・・



動
画
配
信
の
接
続
イ
メ
ー
ジ
図
と
概
要

②
カ
メ
ラ

（
得
点
な
ど
撮
影
）

①
カ
メ
ラ

（
試
合
撮
影
）

ス
イ
ッ
チ
ャ
ー

①
カ
メ
ラ

と
②
カ
メ
ラ

の
切
替

ま
た
は

映
像
合
成

H
D
M
I

H
D
M
I

※
ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
は

最
大
カ
メ
ラ
４
台
ま
で

入
力
可
能

パ
ソ
コ
ン

ス
イ
ッ
チ
ャ
ー
出
力

＋
テ
ロ
ッ
プ
コ
ー
ダ
ー

選
手
名
や
対
戦
表
を
表
示

U
S
B
3
.0

映
像

モ
ニ
タ
ー

テ
ロ
ッ
プ
の
確
認

H
D
M
I

録
画

動
画
フ
ァ
イ
ル
を

パ
ソ
コ
ン
に
保
存

L
IV
E
配
信

事
前
に

パ
ソ
コ
ン
側

と
配
信
先
側
（
yo
u
tu
b
e
）

で
設
定
を
す
る
必
要
が
あ
る

L
IV
E
配
信

回
線
強
化
版

事
前
に

パ
ソ
コ
ン
側

と
回
線
安
定
装
置
側

で
設
定
を
す
る
必
要
が
あ

る

回
線
安
定
装
置

W
i-F
i回

線
を

複
数
使
っ
た

回
線
冗
長
シ
ス
テ
ム

※
オ
プ
シ
ョ
ン
機
能

H
D
M
I



Ⅰ. エクセルテロップコーダーの基本構成

テロップを出す操作を行う画面エリア

テロップが出る画面表示エリア

表示したい内容をまとめておくデータシート
（チーム名、種目、氏名、得点）
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Ⅱ. データセットの作り方

１．新しいシートを用意します

２．シートの名前を変更「データセット」にする

３．必要な【カテゴリ（種目）】を横並び
のセルに入力する

４．【カテゴリの中身（高校名、選手名）】を
下のセルにそれぞれ入力する

【カテゴリ】や【カテゴリの中身】のデータを準備する
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１．【メニュー】→【数式】→【名前の管理】を
選択する

２．【新規作成】を選択

３．【名前】の欄に【カテゴリ名】を入力する

４．【範囲】は【ブック】を選択する

【カテゴリ】と【カテゴリの中身】のデータを紐づける

５．【参考範囲】の右にあるアイコンを選択し、
ドラッグでデータの範囲を指定する

※このとき、カテゴリ名は範囲に含めない！

６．【×】もしくは【アイコン】を押してウィンドウ
を閉じる
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７．【OK】を押してウィンドウを閉じると
【カテゴリ】と【カテゴリの中身】の紐づけが
できる

８．同じ要領で作業し、
すべての【カテゴリ】を【カテゴリの中身】
と紐づけます

９．同じ要領で【カテゴリ】枠を【種目】として
登録します

１０．これでデータセットは完了です
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Ⅲ. テロップ管理画面と表示画面の作り方

１．新しいシートをつくり、シートの名前を
変更する

※ここでは例として
【団体戦】と名前を付けておきます

２．表示画面とするエリアを考慮して
セルを選び、【ホーム】→【セルの塗りつぶし】
から緑色を選んで塗りつぶします

※エリアはあとで微調整できるので、
おおまかでかまいません

表示画面と管理画面を作る
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３．同様にテロップ操作をするエリアを考慮
してセルを選び、【ホーム】→【セルの塗り
つぶし】から黄色を選んで塗りつぶします

※こちらのエリアもあとで微調整できるので、
おおまかでかまいません
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６．【設定】タブの画面で

【入力値の種類】→【リスト】に選択し
【元の値】→【=種目】と入力し
【OK】を選びます

４．カテゴリを表示するセルを選択します
※黄色の上下左右に若干余白を残して
セルを選んでください

５．【メニュー】→【データ】→【データの入力
規則】→【データの入力規則】を選ぶ

７．操作画面上（黄色エリア）で、
カテゴリ分けした【種目】の一覧から
選択ができるようになります
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９．【メニュー】→【データ】→【データの入力
規則】→【データの入力規則】を選び

【入力値の値】→【リスト】、
【元の値】→【=INDIRECT(★★)】と入力する

※★★は【カテゴリ（種目）】の元となるセル
を選択する必要があり、ここでは【男子団
体】の登録情報を読み出したいので（★★）
の部分には【B24】を入力します

８．次にさきほどの【カテゴリ】を選択時に
【カテゴリの中身】を表示するセルを選びます

※ここでは上の【男子団体】に所属する高校
名を表示したいので、下のセルを選びます

１０．操作画面上（黄色エリア）で、
上のセルで選んだ【カテゴリ（種目）】の
表示候補から選択ができるようになります

11



１２．次に、【得点表示】もできるようにする
ため【データセット】のシートに戻り、
これまでの手順同様に新たな【カテゴリ】と
して【得点】の欄をつくります

※ここでは、20点までを登録しています
０（ゼロ）点が必要な場合は忘れずに！

１１．同じ要領で
さらに下のセルにも【カテゴリ（種目）】を
選んだ一覧が表示できるようにします

※ここでは【男子団体】の対戦カードのように
したいので、上下に【男子団体の一覧】が
選べるようにします

※コピー＆ペースト等で複製すると
【元の値】に入力した【=INDIRECT(★★)】の
セルがずれてしまうので設定を確認して
修正し、動作確認をしてください

１３．これまでの手順と同じ要領ですが、
【データセット】のシート上で
【数式】→【名前の管理】→【新規作成】で
カテゴリとして【得点】と【点数】を紐づけて
おきます

※新しく【得点】という名前で点数を紐づけ
ています
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１５．同じ要領で
【B高校】の欄にも【得点】が表示できるよう
にします

※コピー＆ペーストで大丈夫です

１４．【団体戦】のシートに戻り、
得点を表示したいセルを選択して
【メニュー】→【データ】→【データの入力規則】
とすすみ、

【設定】→【リスト】
【元の値】→【=得点】
と入力して【OK】をします

※ここでは
【A高校】の【得点】が出せるようになりました

１６．ここまでの設定でミスがないか、
きちんと動作をするか、
選択を変更するなどして確認しておきます

※問題がなければ【管理画面】は完成、
次ページから【表示画面】の作成に進みます
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１９．【関数の挿入】の設定画面で
【関数名】→【OFFSET】を選んで
【OK】する

１７．ここからは【表示画面】をつくります

※黄色のエリアに選んだ項目が
緑色エリアの表示部分に反映されるように
します

まずは、緑色のエリアの
上下左右に少し緑色の余白を残して
【種目】を表示させたい部分を選択します

※ここでは【男子団体】を反映させるセルを
選択します

１８．セルのデータ入力をする欄にある
【fx （関数の入力）】をクリックします
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２１．黄色のエリアにある【カテゴリ（種目）】
が緑色のエリアにも表示され、
表示切替にも対応するようになります

２０．【OFFSET】の設定画面で

【参照】→【表示をさせたい元のセル】を選択

【行数】と【列数】の項目には
それぞれ
【上に残しておいた余白の関係セル】
を選択し、【OK】する

※OFFSETは5つの項目のうち
最低３つを入力する必要があります。
今回必要なのは【参照】だけなのですが、
のこり２つの項目はダミーとして
無関係なセルを選択しています
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２３．緑色のエリアにある
【試合で表示したい項目】を選択し、
それぞれ
【セルの背景の塗りつぶし】で
【白色】に変更します

※緑色のエリアは
【試合映像】との合成時に切り抜かれて
白色エリアが表示されることになります

２２．さきほどの手順と同じ要領で
黄色のエリアに表示しているすべての項目を
ひとつひとつ緑色のエリアのセルにも
表示対応させます
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２５．すべての設定を完了したら
動作確認をして、テロップコーダーの完成
です

注意事項

２４．さいごに
表示エリアの
【フォント】
【テキストの大きさ】
【セル内の表示位置】
【罫線のアレンジ】
といった項目をお好みで設定することで
デザイン性や視覚的に見やすくすることが
できます

【カテゴリ（種目）】や【カテゴリの中身】など追加する場合、【名前の管理】で紐づけ
したセルの範囲が含まれてない可能性があるので、確認し、必要があれば修正してく
ださい

最終的な緑色の表示部分のデザインを変更する際に、【セルの結合】や
【行の追加・削除】、【列の追加・削除】などをすると、【OFFSET】した際のセルなどの
位置である値が変更されてしまう可能性があります。
変更をかけてもかまいませんが、動作確認を行い、必要があれば修正してください
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Ⅳ.YouTube等配信先の事前設定

1. YouTubeにアクセスして、画面右上の【ログイン】から配信チャンネルのアカウント
にログインする

2. ログインできたら、【YouTube studio】のページにはいる

3. ①画面右上の【 】をクリック

①アイコンをクリック

②YouTube studioをクリック

②【ライブ配信を開始】をクリック

【要注意！】
ログインした際にGoogleアカウント登録してある携帯
電話へ認証を求められる場合があります。
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4.カレンダーマークをクリック

5. 【ライブ配信をスケジュール設定】をクリック

6. 【新規作成】をクリック
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7. 新しいエンコーダ配信の設定

タイトル

公開・・すべての人が閲覧できる

限定公開・・動画のURLを知っている人のみ
閲覧できる

※リハーサルや動作確認の際は

限定公開で確認する

非公開・・公開されない

概要欄・・大会内容など必要事項を書く

動画内容に合わせてカテゴリーを選択

配信日時を設定

こども向け or NOTこども向け 設定

※子供向けコンテンツでは視聴者はコメントできなくなります
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8. 管理画面に配信予約がスケジューリングされます

9. タイトルをクリックすると設定画面に入れます

矢印マークをクリック

事前にURLを知らせる場合ここからリンクを取得できます。
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